
教育研究業績書

所属： 資格： 氏名：特任教授学校教育センター 大和　一哉

2025年05月07日

研究分野 研究内容のキーワード

教育 学校教育、教育行政、教員養成、授業研究

学位 最終学歴

教育学士 神戸大学

教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
　

2 作成した教科書、教材
　

3 実務の経験を有する者についての特記事項
1.教育実習指導 1994年から2000年 神戸大学の学生に対する教育実習指導を行った

4 その他
　

職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

1 資格、免許
1.高等学校学校教諭二種免許状（社会） 1983年3月 　

2.中学校教諭一種免許状（社会） 1983年3月 　

3.小学校教諭一種免許状 1983年3月 　

2 特許等
　

3 実務の経験を有する者についての特記事項
1.学校現場等での実務経験 1983年4月6日から2022年3月 公立中学校教諭、公立小学校教諭、国立大学附属小学

　 31日 校教諭、在外教育施設教諭、教育委員会事務局指導主

　 　 事、公立小学校校長を経験した。

4 その他
1.西宮市立総合教育センター付属西宮浜義務教育学校 2024年1月26日 「子どもの育ちと義務教育学校のあり方」を演題とし

研究発表会での講演 　 て講演を行った。

2.西宮市立浜脇中学校研究発表会での講話 2023年10月26日 研究発表会にて、提案授業についての講評及び授業づ

　 　 くりについての講話を行った。

3.川西市立多田東小学校校内研究会での講演 2023年9月15日 「子どもが学びたくなる授業づくり」について、教員

　 　 向けの講演を行った。

4.小林聖心女子学院小学校校内研究会での講演 2023年8月18日 授業研究に関する指導助言を行った。

5.西宮市立浜脇中学校研究発表会での講話 2022年11月4日 提案授業に関する講評及び授業づくりに関する講話を

　 　 行った。

6.西宮市立学校施設整備設計等事業者選定委員会委員 2022年8月3日から2024年8月 西宮市立学校の環境整備事業基本策定業務事業者選定

　 2日 について、専門分野（教育）からの助言を行った。

研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
　

2 学位論文
　

3 学術論文
　

その他
１．学会ゲストスピーカー

　

２．学会発表
　

３．総説
　

４．芸術（建築模型等含む）・スポーツ分野の業績
　

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
1.武庫川女子大学にお 共 2023年 武庫川女子大学学 大学3年生から4年生にかけて行われる教育実習の事前事後指導に関

ける教育実習事前事 　 　 校教育センター紀 する講義内容を記録したもの。

後指導（中高）の実 　 　 要 著者：大山正博、池田容子、谷本公子、中山大嘉俊、濵﨑伸樹、大

践報告 　 　 　 和一哉

2.新型コロナウイルス 単 2021年2月 兵庫県小学校長会 感染症対策と学力保障の両立を目指した取組みを報告した。

の感染防止に係る課 　 　 「経営紀要」第５ 　

題解決に向けた学校 　 　 １集 　

組織の運営 　 　 　 　

3.子供のための授業　 単 2018年3月 西宮市教育委員会 主体的・対話的で深い学びを目指した授業改善のため、単元を意識

～主体的・対話的で 　 　 「まど平成29年 すること、子供の興味・関心を引き出すこと、教師の観察による子

深い学びの実現に向 　 　 度」 供理解の重要性について考察した。

けて～ 　 　 　 　

4.児童生徒の心理的状 共 2017年3月 「臨床教育学研 義務教育課程における児童生徒の心理的状態を追跡的に把握する手

態把握とその追跡の 　 　 究」第23号 法及び教員へのフィードバック方法についてのICTを活用したシステ

方法に関する研究： 　 　 　 ムを、武庫川女子大学と西宮市教育委員会が連携・協働して開発し

９大学連携共同研究 　 　 　 た。著者：河合優年、高井弘弥、寺井明子、佐々木惠、坂田智美、

「子どもみんなプロ 　 　 　 大和一哉、谷口麻衣、星川雅俊、加苅頼子、河合純孝

ジェクト」の西宮市 　 　 　 　

における取り組み 　 　 　 　

5.子供のための学校　 単 2017年3月 西宮市教育委員会 学校と地域との連携、カリキュラム・マネジメントの進め方に触れ

～次期学習指導要領 　 　 「まど平成28年 ながら、子ども一人一人の理解や個に応じた教授法について考察し

の内容が示される時 　 　 度」 た。

期を迎え、西宮教育 　 　 　 　

の足下を見つめるた 　 　 　 　

めに～ 　 　 　 　

６．研究費の取得状況
　

学会及び社会における活動等

年月日 事項
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